
江ノ島電鉄（藤沢市）は、20年ぶりの新型車両「700形」のお披露目式を極楽寺検車区（鎌倉市）で開いた。今春
から営業運転を開始する予定。
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【お知らせ】会報「政経かながわ」
に会員企業の新商品の紹介、地域
貢献活動、人事などジャンルを問わ
ずさまざまな会員情報を掲載してい
ます。掲載の問い合わせなどは事
務局☎045（226）2121。
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事 局 よ務 だ り
◇2026年２月特別講演会
　（ＴＯＰセミナー）
２月18日（水）午後３時30分～
７時10分（６時から懇親会）
ホテルニューグランド
（横浜市中区）
※�富士フイルムビジネスイノ
ベーションジャパン共催。※
お申し込みは終了しました。

◇�2026年３月定例会（横浜市
立大学共創イノベーションセ
ンター長講演とオープンイノ
ベーションラボ見学）
３月11日（水）
午後３時～４時30分
横浜市立大学福浦キャンパス
（横浜市金沢区）
講師：�共創イノベーションセン

ター長　留目　真伸氏
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視
化
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、「
言
論
の

自
由
」
の
一
端
を
担
っ
て
、
民
主
主
義

を
支
え
る
議
論
の
場
に
な
っ
て
き
た
と

い
え
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

普
及
な
ど
で
情
報
環
境
が
大
き
く
変
化

し
た
今
、
新
聞
投
稿
欄
も
そ
れ
ぞ
れ
に

形
を
模
索
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

神
奈
川
新
聞
の
「
自
由
の
声
」
は
、

戦
後
間
も
な
い
１
９
４
５
年
11
月
、
ペ

ラ
一
枚
だ
っ
た
本
紙
の
一
角
に
誕
生
。

戦
後
80
年
の
歩
み
と
と
も
に
昨
年
11
月

で
80
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
節
目
に

合
わ
せ
て
本
紙
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
カ
ナ

ロ
コ
」
に
特
設
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
よ

り
多
く
の
読
者
の
み
な
さ
ん
と
の
双
方

向
を
探
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
ト
に
は
、
担
当
記
者
が
さ
ま
ざ

ま
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
持
つ
投
稿
者
に

新
聞
と
の
接
点
を
聞
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

企
画「
投
稿
者
を
訪
ね
て
」の
コ
ー
ナ
ー

や
、
投
稿
初
心
者
の
た
め
の
ガ
イ
ド
、

本
紙
投
稿
欄
の
歩
み
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
自
分
の
意
見
や
考
え
を
瞬
時

に
発
信
で
き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
に
入
り
、

新
聞
離
れ
が
加
速
化
し
て
い
る
の
は
現

実
で
す
。
と
は
い
え
、「
自
由
の
声
」

に
は
、
年
齢
、
職
業
、
性
別
、
国
籍
に

関
係
な
く
、
多
様
な
人
か
ら
の
投
稿
が

日
々
寄
せ
ら
れ
、
掲
載
を
き
っ
か
け
に

投
稿
者
同
士
の
交
流
が
始
ま
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
高
齢
層
の
投
稿

が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は

Ｚ
世
代
な
ど
若
い
層
が
見
知
ら
ぬ
他
者

の
思
考
に
触
れ
る
場
と
し
て
、
そ
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
あ
っ
て
「
紙
面
に

載
る
」
と
い
う
体
験
に
価
値
を
見
い
だ

す
投
稿
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
紙

に
書
く
」
こ
と
の
意
味
は
む
し
ろ
大
き

く
な
っ
て
い
る
と
、
私
た
ち
は
信
じ
て

い
ま
す
。

※
神
奈
川
新
聞
「
自
由
の
声
」
は
月
～

金
曜
の
読
者
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

（
神
奈
川
新
聞
社
統
合
編
集
局

�

編
集
総
務
部
長
・
高
田
　
久
美
子
）

　
「
ひ
ろ
ば
」「
こ
だ
ま
」「
ち
ま
た
」「
地

鳴
り
」「
窓
」
…
。
神
奈
川
で
は
「
自

由
の
声
」。
こ
れ
は
、
地
方
紙
の
新
聞

紙
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
読
者
投
稿

（
投
書
）
欄
の
名
称
で
す
。

　

全
国
紙
で
い
え
ば
、「
声
」「
気
流
」

「
み
ん
な
の
広
場
」「
談
話
室
」
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

新
聞
投
稿
欄
の
は
じ
ま
り
は
明
治
期

と
さ
れ
、
市
民
の
多
様
な
声
を
社
会
へ

届
け
る
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
に
特
化
し
た
地
方
紙
の
同
欄

は
、
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
季
節
の
出
来

事
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
生
活
に
根

差
し
た
内
容
が
多
い
分
、
共
感
も
大
き

く
、
地
域
の
課
題
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
意
見
交
換
す
る
発
端
と
な
る
こ
と

が
多
い
と
い
え
ま
す
。
記
者
が
書
く
新

聞
記
事
で
は
拾
え
な
い
本
音
や
声
が
可

視
描点
点

模
索
す
る
読
者
と
の
双
方
向
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